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　新年あけましておめでとうございま
す。
　皆様におかれましては、健やかに新

年を迎えられたことと、心よりお慶び申し上げます。
また、日頃より小千谷商工会議所に多大なるご支援と
ご協力を賜り誠にありがとうございます。今年も引き
続き、地域経済の発展に皆様方のビジネスの繁栄に向
けて尽力してまいります。
　昨年の国内外の出来事を振り返りますと、まず年収
１０３万円の壁、ＣＯ２削減の問題、トランプ氏大統
領誕生、ウクライナ・ロシア、中国経済減速、著しい
円安等々、いろいろと問題が山積しています。どう対
応していくか国・国民の試練の時でありますが、知恵
を出して乗り切っていくしかないわけであり、乗り越
えていくであろうと予想しております。本年も引き続
き、商工会議所として地域の皆様と共に成長していく
ために、いくつかの重要な事業を計画しております。
　第一に、経営力向上のための支援です。デジタル技
術の推進、新しい技術の導入支援、デジタルを使った
マーケティング戦略の強化等を通じて、企業の成長を

　謹んで新春のお慶びを申し上げま
す。
　令和７年の幕開けにあたり、地域を支えてくださる
皆様には、旧年中のご支援とご協力に心より感謝申し
上げます。
　昨年を振り返りますと、市制施行70周年、中越大震
災から20年の節目を「Re：START」の年とし、新た
な事業に挑戦してまいりました。その一つが、青年
部の皆様とともに実施しました『「オヂヤホタル」
～OJIYA HOTARU illumination　感謝と希望のイル
ミネーション～』です。山本山山頂に多くの皆様から
ご来場いただき、今後は、新たな観光コンテンツとな
ることを期待しております。また、「おぢやつつみ
WITH　WISH．」につづき、「おぢやつつみSmile
＆Family」を子育て世代にお贈りするとともに、U・
Iターン支援策「おぢやごころ奨学金返還支援事業」
へも皆様からご協力をいただき、人口減少対策を進め
ることができた一年に、重ねまして感謝申し上げま
す。
　さて、本年は、消滅可能性自治体という状況から脱

小千谷商工会議所
　会頭　髙　野　史　郎
新年のご挨拶

サポートしてまいります。これにより地元企業が、国
内外で競争力を持ち続けることが出来るよう全力で支
援してまいります。
　第二に、観光資源のさらなる魅力を発信し、種々観
光産業の振興を図ってまいります。観光客誘致を目指
し観光資源の開発、商品・サービスの広報活動を積極
的に行ってまいります。観光客の増加は地域経済の活
性化に直結するため、積極的に取り組んでまいります。
　第三に、若者・女性を中心に地域人材の育成に力を
入れてまいります。若者の地元定着、活性化を推進す
るための教育・研修を充実させ、企業との連携による
インターンシップの推進を通して、未来のリーダーを
育成し、地域の持続的な発展に寄与していく取り組み
を進めてまいります。
　また、地域全体の課題解決に向けて、行政や各種団
体と連携し、より良い方向に導いていけるよう考えて
まいります。
　当会議所におきましても、さらなる飛躍を期して職
員の教育訓練も充実させ、知識見識を高め、きめ細か
い対応に努めてまいります。
　結びに、本年が皆様にとって飛躍の一年となります
ことを祈念し、ご健康とご多幸をお祈り申し上げ新年
の挨拶とさせていただきます。

小千谷市長
　宮　崎　悦　男
新春のご挨拶

出するため、新しいまちづくりプロジェクト「みんな
の一歩で、未来づくり大作戦」を始動します。市民の
皆様から市外県外で暮らす方に、小千谷市が誇るトッ
プクラスのUターンや子育て支援策を「小千谷に帰っ
ておいでよ」「子育てするならダンゼン小千谷だよ」
とお声がけいただきながら紹介いただく作戦です。ふ
るさと小千谷の魅力をより多くの方に実感していただ
き、人口減少問題の解決に努めてまいります。
　また、地域からの新たな挑戦を応援するため、起
業家育成支援事業「BALLOON」を進め、夢に挑む
方々を後押しいたします。
　さらに、令和８年のAIデマンドタクシー導入を見
据え、本年は実証運行を開始いたします。この取り組
みにより、誰もが安心して移動できる持続可能な公共
交通の実現を目指してまいります。
　教育の場では「学びの多様化学校」の設置に向けた
議論を本格化し、子どもたちが多様な可能性を追求で
きる環境づくりに力を注ぎます。
　本市はこれからも、市民一人ひとりが輝き、笑顔で
暮らせるまちを目指して歩み続けます。皆様には、本
年も地域の活力創出にお力添えを賜りますようお願い
申し上げますとともに、令和７年が皆様にとって、健
康で実り多い一年となりますことを心よりお祈り申し
上げ、新春の挨拶といたします。
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　明けましておめでとうございます。
　2025年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　さて、昨年は内外ともに不透明かつ混迷の度合いが
深まった１年でした。世界ではロシアによるウクライ
ナ侵略の長期化に加え、中東情勢の悪化など、地政学
的リスクが拡大しました。また、経済面では米国経済
が堅調さを維持する一方で、中国経済の停滞が懸念さ
れる年になりました。加えて、昨年は主要国で選挙が
相次ぎ、米国では４年ぶりにトランプ氏が次期大統領
に就任する結果となり、保護主義や自国第一主義の台
頭に対する懸念が再び高まっています。
　国内に目を転じますと、１月の能登半島地震や９月
の奥能登豪雨といった痛ましい災害に見舞われた１年
でありました。また、秋の衆院選では与党が30年ぶり
に過半数を大きく下回り、少数与党へ転じるなど政治
的変動が生じる一方で、経済では、歴史的円安や物価
高が続く中、設備投資は好調で日経平均株価も史上初
の４万円台を記録しました。日本銀行はマイナス金利
の解除に踏み切るなど、金融政策にも大きな転換点が
訪れました。特に昨年は「賃上げ」をテーマとした１
年でもあり、中小企業の賃上げ率も３％台半ばに達す
るなど、物価と賃金の好循環に向けた大きな一歩を踏
み出した１年であったと総括できます。企業の自助努
力とともに、官民を挙げた価格転嫁の取り組みが効果
を示した結果でありますが、賃上げを行った中小企業
の約６割が収益改善を伴わない中で、人手確保のため
の防衛的賃上げを迫られたことも事実です。賃上げの
モメンタムをいかに持続可能な形に転換するかが、停
滞から成長のステージに向けた今年の大きな課題とな
ります。
　日本は経済立国であり、経済成長なくして将来は
ありません。デフレ脱却を確実にし、成長型経済へ
の転換を進めるためには、GDPの６割を占める個人
消費の拡大が不可欠です。その実現は、全企業数の

日本商工会議所
　会頭　小　林　　　健

― 新たな成長への
　　　　　　飛躍の年に ―

年頭所感

99.7％、就業人口の約７割、地方部では約９割を担う
中小企業・小規模事業者の生産性向上と持続的な賃上
げにかかっているといっても過言ではありません。成
長の両輪の一つは中小企業であり、そのデジタル化、
省力化投資を含めた設備投資、技術革新、知的財産の
活用・保護といった生産性向上への不断の努力と自己
変革によって付加価値を高め、賃上げ原資を生み出す
必要があります。われわれ商工会議所は本年もこうし
た前向きな挑戦を続ける中小企業を全力で支援してま
いります。また、労務費を含む価格転嫁対策のさらな
る推進やＢtoＣでは企業側の「値を上げる勇気」も必
要です。消費者にも「良いサービス、良いモノには値
が付く」という認識を持っていただき、国民全体のデ
フレマインドを払拭することも今年の大きなテーマで
ありますので、消費者意識の改革とともに経済環境の
改善を目指していきたいと思います。
　また、成長の両輪のもう一つは「地方創生」です。
地方の発展なくして日本の再生はありません。政府、
地方自治体、民間が三位一体となり、地域への人材・
投資の呼び込みや「稼ぐ産業」の育成、インフラ整備
などを通じて地域の経済循環を強化し、地域の強みと
潜在力、いわゆる「地域力」を引き上げるべく全力を
傾ける年にしなくてはなりません。地域の経済インフ
ラを担う中小企業および小規模事業者の強化は、地方
創生の取り組みとも表裏一体です。政府・地方自治体
には両者を成長の両輪と位置づけ、地域ごとの特性を
踏まえた成長戦略の策定と実行を強く求めたいと思い
ますし、われわれ全国515の商工会議所も地域経済の
再生・活性化の先導役として、さらに活動を強化でき
る１年にしなくてはなりません。
　本年４月には大阪・関西万博が開幕いたします。停
滞から成長への転換点にあるタイミングでの開催は、
象徴的かつ歓迎すべきことであります。「いのち輝く
未来社会のデザイン」をテーマとする20年ぶりの万博
開催が、新たな未来をつくる起爆剤となるよう、全国
の商工会議所一丸となって盛り上げてまいりましょ
う。わが国全体の未来に向けて成長に弾みのつく万博
となることを切に願い、皆さまの一層のご支援とご協
力を心からお願い申し上げて年頭のご挨拶とさせてい
ただきます。

会　頭
髙野　史郎
副会頭
千葉　　智
高野　邦子
山﨑　　亨
専務理事
渡邊　芳久
顧　問
本田　正憲
小宮山佳秀
宮崎　悦男
大矢　弘光

上村　行雄
参　与
丸山　春治
酒巻　和男
宮川　久夫
木村　　学
仲　巳津夫
阿部　守男
平澤　英樹
監　事
草野　　信
大渕　　賢
西巻　一男

常議員
阿部　佐織
遠藤　壮太
大川　　明
大竹　輝夫
大宮　武一
木村　光治
久保田　厚
久保田邦彦
酒巻　弘和
鈴木　久夫
関根健一郎
瀬沼　輝明

髙野千佳子
中町　　剛
野澤　　孝
伴　　雅史
廣井　　充
山﨑　直樹
山﨑亮太郎
横堀慎一郎
議　員
安達　文隆
阿部　　勇
大渕　耕市
風間　尚樹

片山　高志
上村　行雄
久保田智恵
郷　　　勇
小山　和弘
近藤　栄一
佐藤　順子
佐藤　竜一
澤田　芳夫
清水　隆良
関　　和正
瀧澤　　学
竹内　義朗

田中　　薫
中町　英明
南雲栄三郎
南雲　信幸
長谷川　健
長谷川拓史
平尾　和弥
平澤　勝佳
藤澤　博忠
堀澤　政浩
松井　　均
間野　　太
丸山一至朗

丸山　智義
宮　　　寿
村田　　修
山口　貴史
山口　　寛
山岸　豊司
山田奈緒子
横田　　薫
和田　智美
渡辺　浩行

本年もよろしくお願い申し上げます
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代表取締役社長／CEO

・国産新車オールメーカー販売
・中古車販売（輸入車含）
・車検・一般整備
・自動車保険  ・鈑金

令和６年度新潟県エコ事業所表彰制度受賞

福 永 暢 彦

高

　野

　邦

　子

2025
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山　﨑　　　亨

二  級  技  能  士
二級施行管理技士

自宅電話

横
堀 

慎
一
郎

横
田

　
薫

小
千
谷・小
千
谷
中
央

東
小
千
谷・片
貝
支
店

小千谷営業所／〒947-0021 新潟県小千谷市本町2丁目1番5号
　　　　　　　小千谷商工福祉会館3F

川

　端

　和

　憲

高

　野

　浩

　和

全 酒 類 卸・小 売
株式会社

代表取締役

本　社
事業本部

〒947-0021  新潟県小千谷市本町2-6-5

自社HP

〒947-0052  小千谷市大字千谷字原付甲422-2
　　　　　  TEL (0258)83-3155㈹
　　　　　  FAX (0258)82-4619

関　　　　 暁
住 吉 屋



6 おぢや会議所だより

海發  　陽
かい 　はつ    　　　　  よう

代表取締役
社　長

〒947-0043  新潟県小千谷市大字山谷字新保4-13
　　　　　　 TEL：0258-82-6152　FAX：0258-82-1718
　　　　　　 E-mail：tech@triton.ocn.ne.jp

テック海発株式会社

代表取締役

連絡先 / ミドリ薬品株式会社
〒940-2104 新潟県長岡市大島新町5-1-3
TEL 0258-28-1022・FAX 0258-28-1077
携帯 090-3640-5742
Email midori-group@midori-yakuhin.co.jp

野　村　輝　雄

株式会社

代表取締役社長

〒947-0053
新潟県小千谷市千谷川３丁目９番１２号
Tel：0258-82-5330　Fax：0258-82-5362
junichi-uchiyama@yoshimuragumi.jp
www.yoshimuragumi.jp

吉 村 組

内 山 淳 一
株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
保
田 

邦
彦

通
販/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

名
刺/

デ
ザ
イ
ン/

印
刷

中
越
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

株式会社

代表取締役

郵便番号：９４７-０００４
住　　所：小千谷市東栄１丁目４-１
Ｔ Ｅ Ｌ：０２５８-８３-４００４
Ｆ Ａ Ｘ：０２５８-８３-４０８０

有限会社

小千谷トラベル
〒947-0052 新潟県小千谷市千谷字新保甲３07-1
　　　　　ＴＥＬ(0258) 8 2 ―7 5 3 5
　　　　　ＦＡＸ(0258) 8 2 ―0 3 7 8
E-mail sekitetu-kazumasa@plala.to
U R L  h t t p s : / / s e k i t e t u . c o m /

E-mail  hirokan@gray-plala.or.jp

関 鉄 工 所

関 　 和 正

西 山 　 聡
山 本 千 絵
関 　 龍 馬
丸 山 春 治
海 發 　 陽
千 葉 　 智
瀬 沼 智 恵
久 保 田 邦 彦

会 長

専 任 幹 事

副 事 務 長

キャリア委員長

後継者倫理塾委員

幹 事

幹 事

県研修委員長

副 会 長

事 務 長

監 査

キャリア委員

女 性 委 員

幹 事

幹 事

髙 橋 重 尚
小 川 　 司
田 中 勝 徳
竹 内 和 孝
渡 辺 幸 子
金 箱 　 洋
小 野 寺 克 樹
会 員 一 同

2025
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代表取締役
社　長

〒947-0043  新潟県小千谷市大字山谷字新保4-13
　　　　　　 TEL：0258-82-6152　FAX：0258-82-1718
　　　　　　 E-mail：tech@triton.ocn.ne.jp

テック海発株式会社

代表取締役

連絡先 / ミドリ薬品株式会社
〒940-2104 新潟県長岡市大島新町5-1-3
TEL 0258-28-1022・FAX 0258-28-1077
携帯 090-3640-5742
Email midori-group@midori-yakuhin.co.jp

野　村　輝　雄

株式会社

代表取締役社長

〒947-0053
新潟県小千谷市千谷川３丁目９番１２号
Tel：0258-82-5330　Fax：0258-82-5362
junichi-uchiyama@yoshimuragumi.jp
www.yoshimuragumi.jp

吉 村 組

内 山 淳 一
株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
保
田 

邦
彦

通
販/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

名
刺/

デ
ザ
イ
ン/

印
刷

中
越
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

株式会社

代表取締役

郵便番号：９４７-０００４
住　　所：小千谷市東栄１丁目４-１
Ｔ Ｅ Ｌ：０２５８-８３-４００４
Ｆ Ａ Ｘ：０２５８-８３-４０８０

有限会社

小千谷トラベル
〒947-0052 新潟県小千谷市千谷字新保甲３07-1
　　　　　ＴＥＬ(0258) 8 2 ―7 5 3 5
　　　　　ＦＡＸ(0258) 8 2 ―0 3 7 8
E-mail sekitetu-kazumasa@plala.to
U R L  h t t p s : / / s e k i t e t u . c o m /

E-mail  hirokan@gray-plala.or.jp

関 鉄 工 所

関 　 和 正

西 山 　 聡
山 本 千 絵
関 　 龍 馬
丸 山 春 治
海 發 　 陽
千 葉 　 智
瀬 沼 智 恵
久 保 田 邦 彦

会 長

専 任 幹 事

副 事 務 長

キャリア委員長

後継者倫理塾委員

幹 事

幹 事

県研修委員長

副 会 長

事 務 長

監 査

キャリア委員

女 性 委 員

幹 事

幹 事

髙 橋 重 尚
小 川 　 司
田 中 勝 徳
竹 内 和 孝
渡 辺 幸 子
金 箱 　 洋
小 野 寺 克 樹
会 員 一 同

2025

一級建築士事務所

代表取締役  会長

代表取締役  社長
〒947-0042
新潟県小千谷市平沢2丁目23番19号
TEL 0258-82-1134  FAX 0258-83-5196
URL http://www.go-ken.net/
E-mail go-ken01@abeam.ocn.ne.jp

郷　　勇
郷　拓郎

特注家具　店舗什器　木製建具

産業機械部品加工

小千谷市鴻巣町1593番地1
☎0258-84-4408

㈱新潟セイキ

〒947-0042  新潟県小千谷市平沢２丁目25-1
　　　　　　T E L（ 0 2 5 8 ）8 2 - 3 1 2 4
　　　　　　F A X（ 0 2 5 8 ）8 3 - 2 7 5 7
　　　　　　携  帯  0 9 0 - 1 1 1 7 - 9 2 8 3
　　　　　　E-mail  naodiy@hyper.ocn.ne.jp

中村木 工 所
中村直之

新潟県知事許可(般-20)第41271号

代表取締役社長

株式会社 魚沼電子
〒947-0054　新潟県小千谷市若葉3丁目1番
TEL（0258)82-1691㈹　FAX（0258)83-3977
E-mail  yosuke.miyagawa@uonuma-d.co.jp

宮  川  洋  祐

小千谷市ガス水道公認工事店
小千谷市排水設備等指定工事店

E-mail mail@yoshizawa.tech
佐 々 木 一 昭

〒947-0031
小千谷市土川1丁目13-26
F A X  ８ ２ - ７ ９ ７ ５

佐 々 木 設 備

☎ 82-7975㈹
（0258）

〒947-0004　新潟県小千谷市東栄1-8-39
TEL 0258-83-2025　FAX 0258-83-2269
URL：http://www.niigata-meijo.com/
E-mail：y.sadao@sake-no-choja.com

〒947-8585
新潟県小千谷市上ノ山4丁目8番16号
TEL：0258-83-3210
URL：https://www.abeko.co.jp/

〒947-0017  小千谷市東吉谷字大柳甲8-1
電 話 0258-82-8817（店舗）
営業時間 11：00～21：00（平日15時～17時はらーめん
クローズ。米菓販売は終日10時～営業しております）

代表取締役　社長

小千谷店
ABE　　　　　　YUKIAKI

E-mail：y-abe@abeko.co.jp

阿 部　幸 明

代表取締役社長 吉　澤　貞　雄

新潟銘醸株式会社

小千谷市若葉3丁目31番地
TEL 0258-81-1211  FAX 0258-83-3737

代表取締役 田口  昭一

代  表

FREE STYLE
栁屋商会

Nobutaka Yanagita

〒947-0003 新潟県小千谷市薭生丙680-1
TEL 0258-89-8065  FAX 0258-89-8075
携 帯 080-7852-9386
E-mail freestyleyanagiya@gmail.com

柳 田 将 孝

総合設備工事業（設計・施工・保守）

株式会社

代表取締役
社　　　長

〒947‒0101　新潟県小千谷市片貝町5048番地1
tel.（0258 ）84－3599  fax.（0258 ）84－3799
携帯 0 9 0－2 2 1 7－9 4 7 7
e-mail   kanri̶s@shinsetsubi.co.jp
URL      http://www.shinsetsubi.co.jp

一級管工事施工管理技士・二級土木施工管理技士・消防設備士(甲１・２類)

しん設備
黒﨑慎一郎
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丸  山  春  治

信 濃 川 発 電 所

〒947-0012 新潟県小千谷市山本316番地
NTT (0258)82-2702  FAX (0258)82-2716
J　R (080)6721　　  FAX (042)5868
E-mail: t-hisada@jreast.co.jp
携帯：090-5585-0109

所　長

久  田  斗  志

代表取締役

レディースファッション＆メンズファッション
大型コインランドリー

〒947-0005  新潟県小千谷市旭町15-42
TEL（0258）82－2330  FAX（0258）82－2331
E-mail belle-robe@olive.plala.or.jp
携　帯 090－7219－4235

株式会社
久 保 田  大 介

〒947-0028  新潟県小千谷市城内4-6-14
ＴＥＬ ０２５８－８３－３６６０
ＦＡＸ ０２５８－８３－２７３６
携　帯 ０９０－２５２３－３３８６
e-mail：fujidenn@seagreen.ocn.ne.jp

電気設備・通信設備・計装設備・消防設備工事

株式会社  藤沢電機
代表取締役社長

Hirotada Fujisawa

藤 澤 博 忠

ものづくりの基盤を支える
伝統と最新技術の高品質鋳物メーカー

自動車・トラック・建機・農機・油圧
内燃機・工作機械・産業機械・etc

ISO 9001：2015 審査登録

〒947-0101 小千谷市片貝町10367-10

代表取締役 遠  藤  隆  幸

  ☎  （0258）84-2322（代）
FAX（0258）84-3805
https://k-hp.katakai-mfg.co.jp

片貝製作所株式
会社

代表取締役

株式会社  日乃出輸送
■本　社
〒947-0043 新潟県小千谷市大字山谷1636-168
TEL（0258）82-8739  FAX（0258）83-4438

郷　　 秀　 光

〒947-0003 新潟県小千谷市薭生乙1672番地
TEL 0258 -82 -2596/FAX 0258 -82 -4665
E-mail  takeuchi-seika@msc.biglobe.ne.jp
〒947-0003 新潟県小千谷市木津甲2081番地
TEL 0258 -82 -6610/FAX 0258 -82 -6833

竹 内 義 朗
本社工場https://www.takeuchiseika.com

木津工場

代表取締役

Ｔakeuchi Ｙoshiro

本　社 新潟県小千谷市東栄2丁目5－17
T E L ( 0 2 5 8 ) 8 2 － 3 0 0 9
F A X( 0 2 5 8 ) 8 2 － 3 0 0 7

T E L ( 0 4 8 ) 4 6 5 － 4 1 8 4

東京営業所 埼玉県朝霞市溝沼 7 9 6 － 1
メゾンパレス１０３号

笹岡畳工業所 有限
会社

一 級 畳 技 能 士

秀和建設株式会社
人とつくる、未来を創る。

SHUWA CORPORATION

代表取締役社長

本　社　新潟県小千谷市三仏生2533番地　〒947-0051
　　　　TEL（0258）82-0535　FAX（0258）82-5212

伴　雅史

2025

渡　辺　太　一

2級ファイナンシャル・プランニング技能士
スカウト担当

2024

和田　慶太
星野　裕司
杵渕　基成
関　　洋平
関 　 涼
郷　　一星
佐藤　　優
佐藤　勇太
瀧澤　亮介
目﨑　　祐
佐藤　瑞穂
田中　勇斗

〒940-0087  新潟県長岡市千手三丁目９-２３
Tel. 0570-020295（ナビダイヤル）0258-36-4360（支店直通） Fax.0258-37-0557
URL. http://www.jfc.go.jp/（各種制度のご案内、各種証明書等発行受付）

長岡支店　国民生活事業

支店長兼事業統轄

株式会社日本政策金融公庫

川　上　賢　一
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本 田 和 憲
高　野　富士子
吉 田 桂 子
鈴 木 秀 信

山

﨑

　
亨

小
田
島

　綾

　子

伴

　
雅

史

事

務

局

一

同

会

　長

副
会
長

副
会
長

https://www.sofu.co.jp/

職員一同
本年もよろしくお願いします｡

あけましておめでとう
ございます｡本　社

新　潟
事務所

〒951-8061 新潟県新潟市中央区西堀通3-258-41
西堀フロント２階　  ＴEL 025-201-8823

小料理

2025



取締役会長

代表取締役社長

取 締 役

取 締 役

大 川 　 明
平 澤 正 次
田 中 紳 司
瀧 澤 登 志 雄

久 保 田 和 雄
谷 口 豊 子

加 盟 店 一 同

監 査 役

監 査 役

9577No.2025.1
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田中　勇斗
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Tel. 0570-020295（ナビダイヤル）0258-36-4360（支店直通） Fax.0258-37-0557
URL. http://www.jfc.go.jp/（各種制度のご案内、各種証明書等発行受付）

長岡支店　国民生活事業

支店長兼事業統轄

株式会社日本政策金融公庫

川　上　賢　一

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
マ
ジ
ッ
ク
」

村

田

　
正

西

巻

吉

弘

黒

　﨑

　慎
一
郎

酒

巻

和

男

会

員

一

同

山 田 　 豊
平 澤 和 孝
佐 藤 　 亨
本 田 和 憲
高　野　富士子
吉 田 桂 子
鈴 木 秀 信

山

﨑

　
亨

小
田
島

　綾

　子

伴

　
雅

史

事

務

局

一

同

会

　長

副
会
長

副
会
長

https://www.sofu.co.jp/

職員一同
本年もよろしくお願いします｡

あけましておめでとう
ございます｡本　社

新　潟
事務所

〒951-8061 新潟県新潟市中央区西堀通3-258-41
西堀フロント２階　  ＴEL 025-201-8823

小料理

2025



0 20 40 60 80 100

卸 売 業

小 売 業

製 造 業

建 設 業

サービス業

合　  計

33.3 33.4 0.0

▲24.0

▲11.5

▲10.7

0.0

▲10.8

DI値

23.1

26.1

30.0

24.0

25.0

28.0 48.0

33.3

34.6

35.7

42.3

30.0

36.937.0

39.3

40.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

増 加　　　不 変　　　減 少《今期状況》

0 20 40 60 80 100

卸 売 業

小 売 業

製 造 業

建 設 業

サービス業

合　  計

66.7 ▲16.7

▲48.0

▲23.1

▲28.6

▲30.0

▲30.6

DI値

15.4

7.1

　

　

6.3

8.3

52.0 48.0

25.0

38.546.1

35.7

30.0

36.956.8

57.2

70.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

好 転　　　不 変　　　悪 化《来期見通し》

0 20 40 60 80 100

卸 売 業

小 売 業

製 造 業

建 設 業

サービス業

合　  計

91.7 8.3

▲40.0

▲27.0

▲10.7

▲15.0

▲19.8

DI値

3.8

3.6

2.7

8.3

60.0 40.0

30.865.4

14.314.3

15.0

22.574.8

82.1

85.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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令和6年10月～12月期令和6年10月～12月期

会 員 景 況 調 査 結 果会 員 景 況 調 査 結 果

売上高の動向（前年同期比）

経常利益の見通し（前年同期比） 資金繰り見通し（前年同期比）

　今期の売上高の動向は、全業種を平均した前年同
期比で「増加」の企業割合は26.1%、「不変」は
37.0%、「減少」は36.9%となった。売上高DI値は業
種により改善も見られるが、経常利益(採算)の来期
見通しは全業種平均で低下が続いている。従業員の
減少も多くの業種で見られ、人手不足の深刻化が伺
える。
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◇調  査  対  象

◇調査対象期間

◇回  収  状  況

小千谷商工会議所の会員企業の中から、卸売業・小売業・製造業・建設業・サービス業を
対象に実施した。
令和６年10月～12月期の実績及び令和７年１月～３月期の見通しについて調査した。
（前回調査：令和６年７月～９月期）
124企業中、111企業より回答を得た。（回答率89.5％）
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業況の見通し（前年同期比） 従業員の変動（前年同期比）

業種別・今期の経営上の課題・問題点
業 種 業 種 概 況

卸 売 業

1位� （34.1％）
仕入単価の上昇

2位� （20.5％）
従業員の確保難

3位� （11.4％）
人件費の増加

《コメント》◆関東地区の得意先はインバウンド効果で昨年を上回る受注があるが、地元得意先は廃
業が相次ぎ、先行きは不透明である。（食料品卸）　◆仕入れについて値上げの連続で終わりがない。（飲
食料品卸）　◆全ての価格が高騰している。職人不足、人材確保難。（建築材料等卸）

小 売 業

1位� （29.8％）
仕入単価の上昇

2位� （14.0％）
消費者ニーズの変化への対応

3位� （12.3％）
人件費以外の経費の増加

《コメント》 ◆消費者の財布のひもは固い。細かいニーズに応えたいが難しい場合が多い。（飲食料品）
　◆原料の高騰で商品の仕入れ値が上がっている。問屋やメーカーによって取扱いをやめる商品もあ
り、代替品を探している。（織物、衣服）　◆仕入れに伴う運送費の高騰による負担増。（切花等）

製 造 業

1位� （20.2％）
需要の停滞

2位� （19.4％）
原材料価格の上昇

3位� （13.7％）
人件費の増加

《コメント》◆原材料、経費の上昇も問題だが、直近では仕事量の減少が大きな問題。（機械器具）　
◆短期的には慎重な見通しだが、中長期的には技術革新とサステナビリティへの対応が成長を支える
要因となりそう。（印刷関連）　◆機械の老朽化によるメンテナンス代が高い。（パルプ・紙・紙加工品）

建 設 業

1位� （26.4％）
従業員の確保難

2位� （17.4％）
材料価格の上昇

3位� （16.5％）
熟練技術者の確保難

《コメント》◆技術者不足。（総合工事）　◆新卒、中途採用等様々な手法を試して求人するも集まら
ない。（内装工事）　◆従業員が不足しており、特に請け工事等の案件は受注が困難。（設備工事）

サービス業

1位� （28.8％）
材料等仕入単価の上昇

2位� （16.3％）
従業員の確保難

3位� （15.0％）
人件費以外の経費の増加

《コメント》◆食材・容器類の価格高騰、コスト上昇に伴う価格転嫁、設備の老朽化問題等がある。（飲食）
◆仕入れ価格の上昇がどこまで続くのかで採算が変わる。物価の落ち着きがほしい。（宿泊）　◆料金を改
定したが売上げは変わらなかった。（美容）　◆コロナ以降顧客の来店のサイクルが長くなっている。（美容）
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小 売 業

製 造 業
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サービス業

合　  計
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増 加　　　不 変　　　減 少《前回調査》  
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好 転　　　不 変　　　悪 化《前回調査》  
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「京都土産の三つの『し』プラスアルファに学ぶこと」

日経ＢＰ総合研究所　上席研究員 渡辺　和博
　先日、京都を訪ねた人からお土産に、小分けになった
漬物数種類と小さな缶に入ったお茶をいただきました。
それを見て「さすが京都だな」と感じました。
　その漬物は、しば漬けやすぐき、しその実漬け、福神
漬けなどが20ｇ前後に小分けされてプラ容器に入ってい
ました。漬物は10種類ほどあり、バラで買うことも何種
類かのセットで買うこともできるそうです。１人あるい
は２人で一食を使い切れて、いろいろな漬物を試せるサ
イズと使い勝手です。それぞれのプラ容器は透明ですが、
シールは水色、ピンク、黄色とカラフルでかわいらしい
見た目になっています。常温で持ち運べるようにしてい
る点も土産物として優れています。
　小さな缶にティーバッグを入れた土産物は、京都では
いくつものメーカーがつくっています。いずれも缶のデ
ザインや色使いは現代調でありながら、歴史と伝統を感
じさせる要素を盛り込んでいます。おしゃれで小さく・
かわいく、京都らしいものに仕上がっています。
　私見ですが、京都や金沢、鎌倉といった古くからの観
光都市で売られているお土産は、全体的に商品企画や
パッケージデザインが優れていると感じます。それは長
年の競争と淘汰（とうた）のたまものでしょう。中でも
京都でヒットしている商品は、京都らしさを象徴する「歴
史」「癒やし」「おもてなし」の三つの「し」を押さえた
上で、現代の生活者にも使い勝手が良いように配慮され
ています。
　小分けやティーバッグに代表されるような使い勝手の

良さは、その時代によって求められる内容が変化します。
１世帯当たりの人数がもっと多かった時代では、小分け
よりももう少し大きなものが喜ばれたでしょう。また、
先に挙げた三つの京都らしさについても、ターゲットと
する人の違いで重視されるものが変わってきます。「歴
史」と「おもてなし」は変わらないかもしれませんが、
人によっては「学び」であったり「驚きと感動」であっ
たりします。また、単にモノとしての消費よりも体験を
重視する人もいるでしょう。
　今回の漬物の小分けが良くできていると感じた理由に、
この商品のコンセプト自体がお客さんの「次のアクショ
ン」を誘発していることもあります。そもそも土産物は、
指名買いやリピーターを除けば、それまで顧客ではなかっ
た人とつくり手の新たな接点だといえます。小分け・多
品種の商品は、それ自体が店頭における試食品のような
もので、試した中でどれか一つでも気に入ってもらえれ
ば、次の購買につながります。すぐに京都を訪れる機会
がなくてもネット通販で買え、各地の取り扱い店舗でも
買えます。
　そういう意味では、お土産用につくられた商品は優れ
た営業パーソンのようなものといえます。そして小さく・
かわいらしく、運びやすく、シェアしやすいことが重要
なのです。１００年を超える老舗が歴史や伝統を守りな
がらも、デザインや商品企画を洗練させて、現代の消費
者の求めるものを押さえています。そんなところに京都
の底力を感じます。

　１２月７日（土）、小千谷商工会議所青年部（阿部
ゆりか会長）が１２月通常総会を開催し、次年度会長
の選任ほかについて審議を行いました。
　次年度会長には、現監事の高橋重尚氏（㈱高橋電気）
の就任が満場一致で可決承認されました。高橋次年度
会長からは、「青年部では会員の資質向上、見識の向
上、横の繋がりの拡大・向上、この三点を重点的に推
進したい」と挨拶がありました。任期は、令和７年度
の４月通常総会より１年間です。
　青年部は、商工会議所会員の経営者（もしくは後継
者・幹部候補者）の内、５１歳までの方であればどな
たでも加入いただけます。興味のある方は、青年部メ
ンバーまたは事務局（☎８１－１３００）までご連絡
ください。

青年部
次年度会長に高橋重尚氏を選任

　当所では、令和７年１月６日（月）に、会員大
会を小千谷市総合産業会館サンプラザにて開催し
ました。会員事業所・官公署・市議会・関係業界
団体より総勢約２００名の参加がありました。
　【第１部】新春講演会では、『ヒトを使った実験
で分かったこと　脳と運動、脳と感覚、ものづく
りと感覚、脳をボケさせない』をテーマに、新潟
経営大学経営情報学部スポーツマネジメント学科
の関博之教授よりご講演いただきました。

小千谷商工会議所 会員大会開催

　その後同会場に
て、【第２部】毎
年恒例の新春賀詞
交歓会を開催し、
全員で和やかに新
しい年の始まりを
祝しました。
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12月末会員数　928

会 員 情 報会 員 情 報会 員 情 報
※下記予定は変更となる
　場合がございます｡会議・行事の予定

６日（月） 新春講演会・賀詞交歓会
７日（火） 正副会頭会議
９日（木） 保証協会との巡回
14日（火） エキスパートバンク
15日（水） ～16日　日商委員会
15日（水） 小千谷家業塾
16日（木） 青年部役員会
17日（金） 女性会役員会
17日（金） 女性会新年会・講話会
20日（月） 常議員会　会員拡大委員会
22日（水） ～23日 FOOD STYLE kansai2025
22日（水） 事業承継個別相談会
27日（月） SNS集客スタートアップセミナー
１日（土） 青年部新年例会
４日（火） 正副会頭会議
４日（火） ５Ｓセミナー
９日（日） 珠算検定
15日（土） 青年部OB交流事業「Enjoy!雪合戦」
17日（月） 青年部役員会
18日（火） 事業承継個別相談会
19日（水） ～20日 日商委員会(オンライン)
22日（土） ～23日 おぢや風船一揆
27日（木） 県連運営委員会

１
月

２
月

　代表者の変更や連絡先等の事業所情報に変更がご
ざいましたら、当所までご連絡くださいますようお
願い申し上げます。

■代表者変更
　アクサ生命保険㈱長岡営業所　
　　（新）渡邉　太一　　（旧）石橋　浩

■住所変更
　牛久保動画製作所
　（新）東吉谷乙５８７－１６
　（旧）本町１－３－３
　　　　小千谷産業ビル４０２号

2024年12月期

全国商工会議所早期景気観測
産業合計の業況DIは、▲14.4（前月比＋1.9ポイント）
　サービス業は、忘年会需要の恩恵を受ける飲食店や、イ
ンバウンド・国内観光需要が堅調な宿泊業を中心に改善し
た。
　小売業は、消費動向の二極化が継続する中、年末需要が
旺盛な百貨店が全体をけん引し改善した。卸売業は農畜産
水産物関係や機械器具関係の引き合い増加で改善し、建設
業も公共工事の下支えで改善した。一方、製造業は、自動
車関係の伸び悩み等で力強さを欠き、悪化となった。
　円安基調が続く中、原材料価格や電気代の高騰などによ
るコスト増が続いている。また、深刻な人手不足や労務費
を含めた価格転嫁の遅れ等も足かせとなっている。根強い
経営課題は山積しているものの、年末需要の下支えを受け、
中小企業の業況は、改善となった。

先行き見通しDIは、▲14.6（今月比＋1.7ポイント）
　高い賃上げに伴い冬の賞与が増加する中、年始の初売り
や次年度に向けた準備等、個人消費拡大への動きがみられ
る。また、決定した経済対策への期待の声も聞かれている。
　一方、価格転嫁による賃上げ・設備投資等に向けた原資
確保、人手不足による機会損失など、対応課題は多い。ま
た、物価上昇の中、燃料油価格激変緩和補助金の縮小等に
伴うコスト増が懸念され、先行きは厳しい見方となった。

北陸信越は全業種でDI値は悪化。
　建設業では、資材価格の高騰により、民間の住宅工事を
中心に受注が低迷しており、売上・採算が悪化した。建設
事業者からは、資材を遠方から調達するにあたり、輸送コ
ストの増加が大きな懸念となっている、という声が聞かれた。
製造業では、海外経済の停滞や、労務コストなどの増加が
影響し、輸送用機械器具関係などで売上・採算が悪化した。

※矢印は12月または前年同期の業況との比較。市内景況動向についてはP10～11の会員景況調査をご覧ください。（➡➡）は±５未満、（ ➡➡ ）は±５以上、（⬆⬇）は±1５以上

11月の全国全産業DIの推移 全 業 種 建　　設 製　　造 卸　　売 小　　売 サービス

全国
12月の業況（前年同月比） ▲14.4 ▲11.3 ▲21.4 ▲17.5 ▲20.2 ▲3.4

３カ月先見通し（１月～３月） ▲17.1 ▲12.2 ▲19.2 ▲22.8 ▲20.7 ▲12.6

北陸
信越

12月の業況（前年同月比） ▲24.2 ▲29.7 ▲51.2 0.0 ▲34.5 0.0

３カ月先見通し（1月～３月） ▲30.3 ▲27.0 ▲41.9 ▲16.7 ▲34.5 ▲25.5

小千谷 ３カ月先見通し（１月～３月） ▲3.2 0.0 0.0 25.0 3.9 ▲15.5

➡➡ ➡➡ ➡➡

➡➡ ➡➡

➡➡ ➡➡➡➡

➡➡➡➡

➡➡

➡➡ ➡➡➡➡

➡➡ ➡➡ ➡➡

➡

➡
➡ ➡

⬇

⬇

⬇

➡➡ ➡➡

➡➡➡ ➡

➡➡

➡⬆

会報本誌に掲載
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※詳細はお問合せ先やホームページ等でご確認ください。掲載情報は令和６年12月下旬現在のものとなります。

発信者・件名 主な内容 お問合せ先

【独立行政法人中小
企業基盤整備機構】
中小企業省力化投資
補助金における申請
条件の変更（拡充）

本補助金は、人手不足解消に効果のある省力化製品の導入について、「カ
タログ」から自社にあった機器を選んで販売事業者と共同で申請を行うこ
ととなっており、販売事業者より製品の導入から申請・手続きまで手厚い
サポートを受けることができます。

このたび、本補助金の申請条件において既存の機器の交換（置き換え）の
一部も補助対象とする他、複数回の応募・交付申請も今後可能とする（ス
ケジュールは調整中）など、より多くの事業者が利用しやすいよう、見直
しが行われました。

【補助対象製品カテゴリ】
券売機、清掃ロボット、検品仕分システム、自動倉庫、無人搬送車、スチー
ムコンベクションオーブン、自動精算機、測量機など

【補助率と補助上限額】
補助率：１／２
補助上限額：２００万円～１，０００万円（上限額は従業員数により変動）
※一定以上の賃上げを達成した場合は３００万円～１，５００万円に増額

【独立行政法人中小企業
基盤整備機構】
中小企業省力化投資補助金HP

https://shoryokuka.smrj.
go.jp/

【小千谷市】
おぢやつつみ～
Smile&Family～
における協賛店
および協力店の募集

小千谷市では、子育て世帯を応援するために、子育てに必要な育児用品や
保護者がリフレッシュできるサービス、子育てのスキルを詰め込んだギフ
トを贈る事業を始めました。日々子育てに奮闘する子育て世帯を応援して
いただける事業主の方を募集します。

【協賛店】
食料品などの提供により、応援するタイプ。
市が通常販売価格の１／２を負担。
提供依頼数：年間約７５０個またはセット

【協力店】
保護者が利用券（割引券）をお店で使うことにご協力いただき、かつ、子
育て世帯が利用しやすい店内の環境整備や付加サービス品の提供などによ
り応援いただくタイプ。
市が使用された利用券（割引券）額を全額負担。
対象業種：飲食店、食品等小売業、理容・美容業、サービス業など

【小千谷市】
小千谷市HP
おぢやつつみ
～Smile＆Family～を
始めました

https://x.gd/6hNgp

問合せ先
小千谷市　健康・子育て応援課
子育て応援係
Tel：0258-83-3640

【新潟県】
新潟県外国人材受入
サポートセンター

新潟県では県内企業の外国人材活用支援の為、「新潟県外国人材受入サポー
トセンター」を設立しております。同センターでは外国人材の活用につい
て、外国人との交流から受入体制の整備、特定技能外国人の雇用など企業
の段階に応じた様々な相談に無料で対応しております。相談は企業訪問、
オンラインなど様々な形で実施しておりますので、人手不足の解消に外国
人材の活用を検討したい、ダイバーシティ経営の一環として高度外国人を
活用したいといった企業は是非ご活用ください。商工会議所でも同センター
への取次ぎも行っておりますので、お気軽にお問い合わせください。

【新潟県】
新潟県外国人材受入サポート
センターHP

https://workin-niigata.
com/
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025ｰ384ｰ0654

NICO総合相談窓口
まずは総合相談窓口まで
お気軽にお問い合わせください。

☎ 営業時間9：00～17：30
（土日祝・年末年始除く）

info@nico.or.jp https://www.nico.or.jp/

県内
中小企業・
起業家の
皆さまへ

NICOを活用してみませんか

あらゆるシーンで

NICOをご活用
ください！助成金

活用

専門家相談
事業再生・経営改善

事業承継

海外展開

起業・創業

DX・デジタル化

新事業展開、
新商品・新技術開発

販路開拓

DXコンシェルジュによる相談対応やシステム導入への支援、
DX支援人材の育成などにより、県内企業のDX・デジタル化を
サポートします。

県内中小企業・起業家の皆さま
のニーズに応じた様々な助成
事業をご用意しています。

専門分野のアドバイザーや専門的な相談部署にて、各種相談
をお受けします。
・新潟県よろず支援拠点
・新潟県中小企業活性化協議会（再生支援・経営改善支援）
・新潟県事業承継・引継ぎ支援センター
・脱炭素化相談窓口

高付加価値化に向けた新規ビジネスモデルの創出を支援します。
技術開発、産学連携、共同研究をコーディネートします。
企業戦略から商品開発、プロモーションまで一貫して支援します。

起業に関する相談から事業計画
の作成、創業後まで、起業・創
業への挑戦を伴走支援します。

首都圏などの大消費地での新た
な取引・販路の開拓を支援しま
す。また、展示会出展や出展経
費助成で販路開拓をサポートし
ます。

海外市場開拓の第一歩から、
自立的な海外販路開拓まで、
多彩なメニューで海外展開を
後押しします。

助成金を活用したい

販路を開拓したい（国内）

専門家等に相談したい

海外展開したい

起業・創業したい

DX・デジタル化を推進したい

新事業を展開したい、新商品・新技術を開発したい

にいがた産業創造機構（NICO）は、「新潟県の産業をもっと元気に」を使命に、
チャレンジする県内企業を応援しています。
今年度も、きめ細やかな支援を実施してまいりますので、ぜひ、ご活用ください！
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新潟銘醸㈱ 高の井酒造㈱

Q１

　「伝統的酒造り」の登録を受け、海外での認知度向
上と消費拡大が期待されています。以前「和食」の登
録時と同様に、日本酒の需要増加を見込んでいます。
　また、コロナ禍収束以降、訪日外客が順調に増加し、
昨年は2019年を超えて過去最多となり、日本の様々
な文化や技術に興味を持って訪れていると思われる
外国人の方々へ、より深く日本酒を知って頂くチャ
ンスとして活かして行きたいと思います。

　「伝統的酒造り」が登録されたことは、日本の伝統
文化が国際的に認められた証であり、大変嬉しく思い
ます。酒造りは地域の自然環境や歴史、文化と深く結
びついたものであり、今回の登録がその価値を広く伝
える機会になることを期待しています。これを契機に、
若い世代への商品開発やデジタル技術を活用した技
術継承、観光や文化体験の推進など、新たな挑戦を進
めていきたいと考えています。

Q２
　小千谷の酒造りは、雪解け水の極軟水や、低温長期
発酵を可能にする積雪による湿度環境を活かしてい
ます。高品質な地元米を使い、地元農家との連携で一
貫した酒造りを実現。伝統技術を守りつつ丁寧に仕
上げています。

　小千谷の酒造りは、雪国特有の自然環境を活かし
た「雪中貯蔵」や「寒仕込み」が特徴です。雪解け水の軟
水と地元産の酒米「越淡麗」などを使用し、繊細で清
らかな味わいの酒を生み出しています。代表商品「田友」
はこれらの要素が融合したお酒で、国内外で高い評
価を受けています。

Q３

　伝統的な日本酒へのこだわりは持ち続けつつ、多
様化する現代の嗜好や、アルコール離れが進んでい
るといわれる若年層に向け、新たな日本酒の楽しみ
を提案してきたいと考えております。具体的には、長
岡高専と共同開発した「N-888」を核として、これま
でややもすると敷居が高いと思われていた日本酒に
気軽に触れて頂く展開を進めてまいります。

　伝統技術を守りながら、温度管理や低アルコール
酒の開発など新技術を取り入れています。また、SNS
や蔵開きイベントを通じて若い世代に日本酒の魅力
を発信し、インバウンド需要にも対応。英語ラベルや
海外プロモーションを通じて世界に日本酒の価値を
広めています。

Q４
　業界団体や保存会と連携し、小千谷の情報発信と
誘客促進に取り組みます。地域や観光と結びつけた
イベント企画も視野に入れています。

　ユネスコ登録を契機に、地域の食文化と連携したイ
ベントや酒造り体験ツアーを計画中です。地産地消を
促進し、観光客を引き込み、地域経済の活性化にも貢
献したいと考えています。

Q５ 　「美禄長者盛 大吟醸」、「ブラック長さん」、「N-888
プレミアム」

　「田友 特別純米」、「田友 純米吟醸」。限定酒もおす
すめです。

Q６
　小千谷は豊かな自然に育まれた豊かな食文化に恵
まれていると思います。2つの酒蔵が醸す日本酒と共
に楽しんで頂き、市民の皆様はもとより、この地を訪
れる方々に小千谷市の魅力の一つとして感じて頂け
るよう努めてまいります。

　小千谷の酒造りは地域の皆さまに支えられながら
発展してきました。今回の登録を機に、さらなる挑戦
を続け、小千谷の誇りである日本酒を世界に届けてま
いります。今後ともご支援をお願いいたします。
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